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旧彦根藩足軽組屋敷（中藪
なかやぶ

組・瀧谷
たきがい

家住宅） 
 

 

 彦根城下の足軽組屋敷は、城下町のもっとも
 

外側に、城下を取り囲むように屋敷をつら

ねて彦根城と城下町を守備する役割を担っていました。彦根藩の足軽は、慶長
けいちょう

期(～1614)

に中藪
なかやぶ

組 6 組と善
せ

利
り

組 12 組が設置されたのを皮切りに、元和
げ ん な

期(1615～23)には藩の加増に

伴う足軽増強により善利組 8 組と上
かみ

組１組を設置。同様に寛永
かんえい

期(1624～43)には切通
きりとおし

組３

組・中
なか

組４組・上組２組がそれぞれ新設されました。こ
 

のように彦根藩の足軽組屋敷は総

体として江戸時代の早い段階に
 

整えられました。 

中藪組・瀧谷家住宅は
 

旧東栄町（栄町 

一丁目）に位置しています
 

。敷地の北・ 

西の２面が道路に接しています
 

が、北側 

の道路向かいには日蓮宗蓮成寺
れんしょうじ

がありま 

す。この周辺は江戸期の
 

町割りが色濃く 

残って
 

いますが、歴史的建造物は多くは 

ありません。このような
 

中で瀧谷家には、 

道路に面して木
き

戸
ど

門
もん

と目板瓦葺
めいたかわらぶき

の塀
へい

を構 

えた足軽組屋敷の建造物が残っていま
 

す。 

その主屋
しゅおく

は、梁
はり

間
ま

4 間半、桁
けた

行
ゆき

5 間の 

切妻造
きりづまづくり

・桟瓦葺
さんがわらぶき

・妻入
つまいり

の形式です。平 

面構成は南北方向に分けて考えること
 

が 

でき、居室北側は
 

「ざしき」「げんかん」 

「あがりぐち」といった
 

接客空間、居室 

南側は
 

「なんど」「だいどころ」といっ 

た日常空間になっていま
 

す。「ざしき」 

には床を備え、長押
な げ し

を回しています。 

「なんど」と「あがり
 

ぐち」・「だいどこ 

ろ」の上部はどちらも
 

「つし」があります。 

現在、主屋の入口は北側の道路から
 

木戸門を通り、突き当りを右手に折れたところにあ

り、その奥に「あがりぐち」が設け
 

られています。しかし、建築当初は、木戸門を通って

すぐに右手に折れた位置に、「げんかん」「ざしき」へ
 

と至るための正式なものと、「あがり

ぐち」横にある土間の北側から入って「あがりぐち」へ
 

と至る普段づかいのものの 2 つを

設けていたことが、建物の痕跡
こんせき

調査や安政
あんせい

2 年（1855）の「家
か

相
そう

図
ず

」などから推測するこ

とができます
 

。その他、「ざしき」「なんど」の西側には道路との間に庭を設けています。

また、小
こ

屋
や

組
ぐみ

の現状は、和
わ

小屋
ご や

になっていますが、土間
ど ま

部分を落ち棟としています。屋根

は一部で垂木
た る き

や野地
の じ

に改修の手が加えられているものの、安政 2 年（1855）の「家相図」

と比較しても江戸時代後期の
 

足軽組屋敷の姿を良好に留めています。 

 近年、彦根藩ゆかりの足軽組屋敷は日を
 

追って減少しています。瀧谷家住宅は、若干の
 

改

造はあるものの、江戸時代後期の中藪組足軽屋敷の姿を良好に留めて
 

おり、今後の中藪組

足軽屋敷の保存と活用に大きく寄与する
 

歴史建造物です。 
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